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画像応答システム
Video Respon$e SYStem

近年,工業化社会の進展に伴って膨大な情報が氾濫しており,今後もいっそうこ

の傾向が強まると予想される中で,情報を必要とするときに,利用者が自由に選択

できるような,すなわち受け手主導形で必要な情報を取得できる通信システム実現

への期待が高まってきている｡

これに応ずる手段としては,コンピュータを利用した様々なシステムが考えられ

るが,更に,視聴覚機能を併用した画像情報システムが有効であり,その一形態と

して画像応答システム(VRS)を開発した｡VRSは一般のテレビジョン受像機と

プッシュホンなどを端末とし,これを既設の電話ケーブルに中継器を挿入した伝送

路により画像センタと接続し,利用者が簡易な操作で,必要な情報を必要とすると

きに会話形式で,画像･音声による豊富な形で取得できるシステムである｡日本電

信電話公社内での利用実験を通じて,このシステムの有用性及び基本的技術を確認

するとともに,今後更に継続して技術開発が必要な幾つかの要点を把握することが

できた｡

ll 緒 言

社会のあらゆる分野で日常的に行なわれている情報i舌動は,

郵便,電話,放送,新聞,雑誌など,様々な情報メディアに

よって活発に行なわれており,一見十分な情報の疎通が図ら

れているかに見受けられるが,工業化社会の発展に伴って増

大する情報は巷間に氾濫し,逆に必要な情報の入手は困難の

度を増す結果となっており,今後ともこの傾向は強まると予

想される｡電気通信技術の活用によってこのような事態の改

善を図r),社会活動の効率化はもとより,高度化し複雑化す

る社会がもたらすひずみの是正,福祉の向上などに役立てる

情報システムの開発が嘱望されている1)～3)

これに応ずるひとつの有力な手段は,従来データ処理を指

向して進歩発展してきたコンピュータと,豊かな情報伝達力

をもつ視覚機能を組み合わせた画像情報システムにより,利

用者が必要とする情報を必要とするときに簡易な操作で直ち

に入手できる受け手主導形の機能の提供であると考えられ,

現在世界各国でその開発が進められている｡

このようなシステムの】一形態として,日本電信電話公社で

は,昭和48年に画像応答システムーVRS(Video Response

System)の開発に着手した｡この種のシステムは情報検索･案

内や個別学習など広範な利用が考えられるが,システムの機

能･効用,更にそれに基づく技術開発事項は単なる机上の検

討では把握できないため,日本電信電話公社内にVRS実験

システムを構成して,利用実験を含めシステムのノ､-ドゥェ

ア,ソフ.トウェア,サービス番組などにつしiて総合的な調査･

試験を実施している4)｡

以下,VRSの概要について実験システムを中心に述べる｡

田 VRSの特徴5ト7)

画像通信システムは,そのサービス形態から表lに示すよ

うに分類することができる｡VRSは情報がセンタから端末

に向かって単方向に流れるC-E(Center to End)形システ

ムの中で,端末ごとの要求に応じて情報を提示する個別リク
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表l 画像通信システムの分∃頃 VRSは,端末個別の要求に従って個

別に応答し,情報をセンタから端末に伝える個別リクエスト形システムである｡
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注:アンダラインは既に行なわれているサービスを示す｡

エスト形システムである｡この個別リクエスト形システムは,

同表から明らかなように未開拓な領域であるが,次に述べる

ような数々の特徴をもっている｡

(1)加入者数と加入者の受ける利便は無関係であり,加入者

数の小さし､時点でも,その効用は変わらない｡

(2)個別の要求に個別に応ずるシステムであるため,利用時

間や情事艮の選択に対する自由度が高い｡

(3)マン･マシンシステムであるため,相手を意識せずに利

J召できる｡

(4)特に視覚情報は,情報をパターン認識的にとらえることが

できる特質をもっており,C-E形システムとしてなじみやすい｡

更に,VRS固有の特徴として,

(5)静止画情報の伝達は一瞬のうちに行なわれるので,その

即答性は会話形サービスに適している｡

(6)静止画だけでなく,動画や音声,それらを組み合わせた

サービス(複合静止画サービス)も提供できる｡

などを挙げることができる｡

*

日本電信電話公社技術局
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日立製作所戸塚工場
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図l 実験システムの構成 VRSでは,画像センタを多数の端末で共同利用する｡センタと端末とは映

像回線及び制御回線から成る伝送線路で接兼売される｡

田 システムの構成7)

3.1構成の概要

VRSは--一般テレビジョン′受像機とプッシュホンなどを端

末とし,これとセンタとを既設電話用又は広帯域平衡対ケー

ブルを用いた伝送路で接続した構成をとっている｡実験シス

テムの基本構成は図lに示すとおりである｡すなわち,画像

センタ,交換機,仁王送路及び端末の四つのサブシステムから

構成される｡その動作概要はi欠に述べるとおりである｡

(1)利用者がプッシュホン(又は簡易キーボード)からサービ

ス別に定められた番号("1''は静止画サービス,い2''は同報

動画サービス,-`3''はリクエスト動画サービス)をダイヤル

することにより,端末がセンタに接続され,それぞれのサー

ビスに応じた要求が受け付けられる｡

(2)端末からの要求はプッシュホンのボタンを操作することに

よって行なわれる｡センタではプッシュボタン信号を′受信し,

コンピュータによって要求内容を解釈し,それに対応した画

像情報あるいは音声情報をファイル装置から選択抽出する｡

(3)センタのファイル装置から選ばれた画像情報と音声情報

は,結合されてカラー映像ベースバンド信号として端末に伝

送される｡

(4)端末では,ノ受信した信号をコンバータによってテレビジ

ョン放送電波と同形式の信号に変換し,一般のテレビジョン

受像機の空きチャネルで受像する｡

3.2 VRSセンタ(画像センタ)

センタは図lの破線によって囲まれた部分である｡そのレ

イアウトの-,培βを図2に示す｡センタを構成している主要な
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装置について以‾tてに説明する｡

(1)中央処理装置

中央処羊里装置は,端末人力の解釈,要求内容に応じた画

像･清二声情報の検索,映像信号及び音声信号の送出などを

行なってセンタ～端末間の会話を統括的に削御するほか,

センタ機器の運転状態の監視,障害処理,オペレータとの

交イ言などをつかさどるもので,システムのサービス内答や規

模(端末数,トラヒソク条件など)などに応じて各種のコンビ

ュ【タンステムを適用することができる｡実験システムでは

HITAClO-ⅠⅠを用いている｡

(2)画像ファイル

画像ファイルには表2に示すように,静_1L[軌 動画をそれ

ぞれ収容する各種の装置がある｡

静止画ファイルとして,写真などの自然画像を対象として,

カラ”フイルムを検索し,テレビジョンカメラで揖像する方

式のマイクロフィルム検索装置やマイクロフィッシュ検索装

置のほか,簡単なイラスト図形を対象とLて,データ圧縮技

術による効率の良い蓄積方法をj采ったディジタル図形ファイ

ル装置,更に漢字を含む文字情報や図形情報を対象とした図

形文字先生業置を設置している｡各種のファイル装置は,収

容する画イ象情報の特性やファイル装置の検索性能などによっ

て使い分けられている｡

一方,動画ファイルとしては複合静止画サービス及びリク

エスト動画サービスを目的としたランダムアクセス動画ファ

イル装置があり,特に前者のサービスを実現するため,テー

プ内検索機能を付加した｡また,定時同報動画サービス用と

して,16mm自動装項映写装置やビデオテープレコーダを設置
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図2 VRSセンタ 実験システム用センタ設備の…部を示す｡左側のコ

ンピュータによって端末からのリクエストを解析L,名･種のファイル装置をt臣

勤して映像･書声情報を右側奥の交換機経由で送出する｡

Lている｡

これの詳細については,本誌特集論文｢画像応答システムの

画像ファイル装置+で紹介しているので,これを参照されたい｡

(3)音声ファイル

音声ファイルには,表2に示した各種の装置を採用してい

る｡音声情報も,画像情報と同様に内容やイか､方によって様

様な特質をもっており,それに対応したファイル装置が使用

される｡例えば,システムメッセージやKR(Knowledge of

Result)メッセージのように,定形のアナウンスや効果音

(チャイムなど)の頬で,各椎のサ【ビス番組によって共通的

画像応答システム 807

に利用されるものには録音編集形の音声応答装置が用いら

れ,静▼l土煙iの画面別説明書声用として情報デ”タの圧縮効

率の高いパーコールーPARCOR(PartialAutocorrelation

Coefficient)形】画面別音声ファイル装置を用いる｡また,

上述の二つの装置のほか音楽効果バックグラウンドミュージ

ックなど,あるいはトーキーサービス用として磁気テープや

一遍気シートにアナログ記録する装置(カセットテープレコー

ダ,アナウンスマシン,磁気シートレコ【ダなど)を設置して

いる｡

これの詳細については,本誌特集論文｢画像応答システムの

音声ファイル装置+で紹介しているので,これを参照されたい｡

(4)フレームメモリ装置

フレームメモリ装置は,1フレーム(1酌)の映像信号を記

録し,次にリフレッシュないし消去されるまで1駒の映條信

号を毎秒30酌の割合で連続的に送出する｡この装置は,セン

タ内静止画映像出力回線対応に設置して映像イ言号のバソファ

メモリとすることにより,複数の端末による画像ファイルの

同時(多重)使用を可能にしている｡

実験システムでは1在径100mⅡlの小形才滋気ディ スクにアナロ

グ記録する方式を採用している｡

ニれの詳細については,本誌特集論‾丈｢画條応答システムの

フレームメモリ+で紹介しているので,これを参照されたい｡

【】 交換機

交換機は端末から送られた接続要求信号を受けて,センタ

の空き回線を捕捉し,センタ～端末間の接続を行なう｡実験

システムでは,専用に設計したクロスバ交換機によりカラー

映像信号の交枚を行なっている｡制御方式は従属交換方式を

才采用しており,制御回線の接続パタ叩ンにならって映イ象信号

路と音声信号路を閉成している｡番号方式は前章で若干触れ

表2 各種画像･音声ファイル装置の概要 静止軋 動画,書声などで表現された情報の内容と,

それらの利用形態によって種々のファイル装置が使い分･けられる｡

区分 装 置 名 フ ァ イ ル 内 容 容 量 な ど 平均アクセス時間 記 事

静

止

画

マイクロフィッシュ検索装置 静 止 画 5.940一拍/台 3,8秒

マイクロフィルム検索装置 静 止 画 7.200一拍/台 0.45秒

ビデオディスク装置 静 止 画 900フレーム/台 l.0秒

図形文字発生装置

文字

図形

カラー:7色

約10,000書的

外部記憶装置のデータエリア容

量による｡

文字:28ms/10文字

図形:10ms/10ドット

文字の大きさ

標準文字:30×3(】ドット

小形文字:20×20ドット

文字種類:約2′300文字

ディジタル図形ファイル装置
図形

カラー:有采多色)3色,無彩色4色
3′800-4.000画面 0.1秒

動

画

柑mm自動装填映写装置 動 画
最大】0着装埠可能

】巻:最大70分

フイルム用

カラーカメライ重用同報動画用

3/4インチビデオテープレコーダ 動 画 l巻:最大60分 同報動画用

ランダムアクセス動画ファイル装置 動 画
カセットテープ:I20巻

再生用VTR:ほ台

複合静止画用

リクエスト動画用

コ±二
日

P

音声応答装置 システムメッセージなど 最大メッセージ数:400 0.5秒 音声単語を文章に編集･出力

テープレコーダ 同報動画番組案内用音声 最大7分エンドレス
BGMなど

(同報動画休止中出力)

アナウンスマシン
障害･サービス休止,試

験中などの情報

4トラック/l台

最大t4分エンドレス/トラック
センタ情報用

バーコール形画面別音声ファイル装置

複合音声ファイル装置

ランダムアクセス形カセットテープ再生機

磁気ディスク再生機

エンドレステープレコーダ

画面別音声(人声のみ)

画面別音声

ほ秒/画面×約5′000画面

最大収容メッセージ398種類

トラック数50トラック最大l】.5秒

4トラック/l台

最大14合エンドレス/トラック

0.1秒

18秒

0.5秒以下

静止画の画面別説明用

;主:BGM=バックグラウンドミュージック
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表3 要求機能内容とボタン操作方法 端末からのリクエスト入力は,原則とLて画面の指示に従って

数字(0～9)と記号(×,♯)の組合せで行なわれるが,簡易キーボードでは,共通的に使われる4種の入力を機

能ボタン化L.ワンタッチで入力できる｡

センタに対する要式内容 簡易キーボードのボタン操作 70ッシュホンのボタン操作 作 例

画面を次に進める｡又は,入力の終了表示 囲 次の画面に進む｡

押し間違えた入力の取消し 囲消去 園園園 入力データを取り消す｡

もう一度説明を聞きたい｡画面が見にくい｡ 圏再送 圏園園 嘩◆南
前の画面に戻りたい｡ 国後退 圏圃国 Q

後退のあと,再びもとの画面に戻りたい｡ 園復帰 圏囲囲 [∃

別の番組に移りたい｡ 園囲圃 囲囲園 項目選択に戻る｡

たように,1数字による閉鎖番号方式としている｡空き番号

に対する呼やサ【ビス時間外の呼はすべてトーキートランク

に接続し,アナウンスによる案内を行なっている｡

同 伝 送 路

イ云送路は端末からセンタへの伝送路である制御回線(上り

回線)と,センタから端末への伝送路である映像回線(下り回

線)から成っている｡

(1)制御回線

制御回線は主として端末から入力きれたプッシュボタン信

号を伝送する回線で,-一般の電話回線が用いられる｡

(2)映像回線8)

映像回線は既設の電話用又は広帯域平衡対ケーブルに,

新たに開発した中継器を挿入することによって構成されてお

F),4MHzカラーテレビジョンイ言号に音声信号を付加し,同

時に伝送してしlる｡中継器は新開発のアナログ信号増幅用集

積回路を用いた音昆成集積回路によって/ト形化,経済化されて

いる｡

これの詳細については,本誌特集論文｢映像伝送方式+で

紹介しているので,これを参照されたし､｡

l司 端末装置

VRS端末は情報の受信装置としてコンバータと---･般のテ

レビジョン受像機を用い,情報の選択･要求用としてプッシ

ュホン又はVR S用に設計した簡易なキーボードを用いる｡

端末での要求内容に対するボタン操作方法を表3に示す｡ま

た,テレビジョン受像機に出力された画像情報のハードコピ

ーが必要な場合には,専用のハードコピー装置を付加するこ

とができる｡端末のレイアウト例を図3に示す｡

これの詳細については,本誌特集論文｢画像応答システムの

端末装置+で紹介しているので,これを参照されたい｡

l田 システムプログラム

システムプログラムは,オンラインシステム70ログラムと

オフラインシステムプログラムから成り,その構成は図4に
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図3 端末のレイアウト例 簡易なキーボードを使って,だれでも簡単

な操作でセンタと会話し,必要な時に必要な情報を入手することができる｡一

綬のテレビジョン受像機に映し出された映像は,必要に応じハードコピーに取

ることもできる｡

示すとおりである｡

オンラインシステムプログラムは,主として端末との会話,

センタ機器の制j卸をつかさどり,端末からの入力内容とサー

ビスプログラムを参照して,各種のファイル装置及びその他

のセンタ機器の駆動制御を行なう｡

オフラインシステムプログラムは,このシステム用に開発

Lたコンパイラ言語である｢VRS言語+で記述されたサービ

スプログラム及び図形文字発生装置用データのコンパイルや,

種々のシステムジャーナルの編集などを行なう｡

これの詳細については,本誌特集論文｢画イ象応答システムの

ソフトウェア+で紹介しているので,これを参照されたい｡

田 利用実験とその結果

個別学習,情報案内,クイズ,ゲームなどのサービス番組

を用いて利用実験を行なうとともに,利用者に対するアンケ

ート調査などによりVR Sの有用性が確認され,かつトラヒ

ック特性や利用者習J件などについてこれまで知られていなか
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注:- サービスプログラムはユーザープログラムである｡

♯キ GCGは図形文字発生装置の略称である｡

図4 システムプログラムの構成 システムプログラムは,オンラインシステムプログラムとオフライ

ンシステムプログラムとから成り,前者はマルチジョブ.マルチタスクで,後者はシングルジョフ1シンクリレタ

スクで処王里を行なう｡

った一興味あるデータが行られつつある｡利用実験に用いたサ

ービス番組の--一一例を表4に示す｡以‾F▲にこれまで得られた一
一

部の結果を示すが,更に機能面,利用対象の拡大を図り,よ

-)広範な調査を行なうためシステムの機能追加を行ない引き

続き利用実験を含めた調査･古式験を実施している｡

(1)システム機能に対する評価

このシステムの機能に対する要求度･満足度について既存

のテレビジョン放送′受信時での要求の度合,及びVR S使用

後の機能満足度に対してアンケート調査を実施した結果を匡1

5に示す｡以下に述べるように,このシステムの基本的機能

が有効であるとの意見が多い｡

(a)利用時別の任意性:利用者が利用したい時に任意に利

用することができる｡

(b)番組選択性:多数の番組から欲しい番組を自由に選択

できる｡

(C)番組反復性:同じ番組を繰り返し見ることができる｡

また番組内で同じ画面を練r)返し見ることができる｡

(d)利用時間の任意性:番組の進行を利用者のペースにfナ

表4 実験サービスに用いた番組例 VRSの基本機能の確認,適用

領壬或の調査,番組展開技法の検討などを目的とLて,個別学習,情報案内など

才重々の番組を制作し,実験サービスを行なっている｡

区 分 内 容

静
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+

わせて進めることができる｡

(e)一･般のテレビジョン′受像機を用いているので親近感が

ある｡

(f)相手が機械であることにより安心感がある｡

(2)利用傾向

(a)呼はランダムに生起L,その分布は指数形である｡

(b)呼の平均保留時間はサービス内容により大幅に異なる｡

図6にその代表例を示す｡

(C)端末から入力を行なう間隔は平均値で個別学習形のと

き11秒,情報検索形のとき9秒という値が得られ,両者の

サービス形式に一応の差が認められているが,番組の内容

あるいは提示画面内答そのものにかなり依存するものと思

われる｡
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図5 保留時間分布 サービス番組の内容によって,ひとつの呼がある

番組を利用する時間(保留時間)に明らかな差が認められる例である｡
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図6 機能要求度･満足度 実験サービス利用経験者を対象に,VRS

に対する反応を調査Lた結果では,二のシステムの基本的機能が有効であると

の意見が多い｡

匹】 結 言

以上,VRSの概要について述べたが,実験システムの開

発と利用実験を通じて当初恕定したシステム機能と効用及び

基本的技術について確認することができた｡

VR Sは,その適用分野,利用形態によって種々の構成を

[〓=〓幣

文論

とることができる｡例えば,‾文字情報及び共通斉声だけを扱

う簡単なシステム構成から,この論文で述べた実験システム

のように,音声や動画を含む種々の情報ファイルを備えたシ

ステムまで,使用目的にfナわせた構成が可能である｡

現在,ハードウェアの経済化を中心としてシステム開発を

更に進めているが,このような新しい情報メディアの開発に

当たっては,扱う情報をも含め,サービスの利用形態,適用

分野などの検討を併せ推進することが肝要であり,具体的シ

ステムの構成による実験などを通じて総合的な調査を継続し

て,実績的デ【タを積み重ねていくことが重要である｡

終わりに,このプロジュクトの推進に当たり御指導,御協

力をいただいた関係各位に対しJ享く御礼申しあげる｡

参考文献

1)前上-1･-1:画イ象通信の将氷像,信学誌,60,3,232～241

(1977)

2)泣こ[札 前川:電気通イ言網の進歩と社会,イ言草誌,印,8,

877～884(1977)

3)郎J出:わが1一上Iにおける画像サw-ビスの展望,ビジネスコミュ

ニケrション,15,9,30～34(1978)

4) N.Kobayaslli:Video Response System,

Telecommunications Review,115～124(Apr.1978)

5)小林:画像応答システムーVRS,ビジネスコミュニケーシ

ョン,15,9,40～48(1978)
6)小島:両條応答システム,信苧技報,-CS77-41/

IE77-35,1977-07

7)小林,中島,稲j家:耐象んむ答方式,昭53日苧総全人,1073他,

5-101(1978)

8)平塚,樋【1:基底帯域映像音声同時伝送‾方式,昭52イ‾.i学総全

人,1598,7-182(1977)

光通信用デバイス/光源と光検出器

日立製作所 伊藤良一･倉田一宏･他l名

テレビジョン学会誌 32-4,306(昭53-4)

本論_丈は,光適イ‾1=二おけるキ‥チ/ヾイス

である光源及び光検出器につき,fl之近の技

術の進展状況を取りまとめたものである｡

光源としては,半や体レーザ(以下,LD

と略す)と赤外発光ダイオード(以下,LED

と略す)を取り_Lげた｡

まず,半導体レーザは,岩手止連続動作が

･け能なGaAs-AIGaAsダブルヘテロ構造レ

ーザの改良が行なわれ,従来主要な問題.一三く

であったイ言相性と発振モードの安延怖が桁

段に向卜した｡†L言頼件については,寿命決

定要凶もしだいに明らかになり,また結晶

戌艮,プロセス技術の進歩によって,般近

では室温で100JJ●時間伴J斐の寿命が得られ

る見通しが√t-iてきた｡従来の､ド導体レーザ

では,光の出射方向が変化したり.多モー

ト発振を起こしたI),また光出力が時Fij川勺

に不規則に変化するなど,実用上不都合な

現象がしばしば見られた｡これらの現象は,

すべて発振モードの不安定性によるもので

あることが明らかになった｡LDの内部に,

光や液機肌を増人することにより,′女1立ち･

発批を行なわせることができる._〕二のよう

な,党批モードの安う去化されたLD り里め

込みヘテロ形､溝付き堪枇形,トランスバ

ースジャンクショ ンストライ‾7■■形など)で

は,0.8～0.9JJmの池上主帯で∴tりJ数mllr～

20mW,動作ノ占流10～200m九 動作ノ.E｢f三～

2V,単一モート党批,変.掛身空DC～1

GHzの特件のものが再現件よくイし上られるよ

うになった｡

LEDは,変言臥速性,光フ丁イバ人プJなど

の点で,LDに比べて劣るが,動作グ)安定

性,信頼性,コストなどの.卓二で憤れてし､る

ために,数十メタ､ヘルツ以‾卜,数キロメー

トル以‾下の,中谷量及び中足巨離以‾Fの適仁

に適したデバイスである｡光適イ‾二川LEDの

材料は,LDと同じGaAs-AIGaAs化合物

半導体である｡表示用の(可視)LEDと異

なる点は,(1)動作電流が50～200mAと高し､

こと,(2)ファイバに光を送り込むために適

した構造となっていることの__二点が主なも

のである｡ファイバ人ブJは,フ丁イバの什

様によって)-tさなるが,]7往100/Jm,l朴1

数0.19の77′イバに対し,100～500〃Wい"

100mA)ネIlリ空である｡

0.8〟m節の北棟.■11旨諒とLては,Siを材料

と したホトダイオーードとアバランシュホト

デ'イオード(APD)がある.JAPDは州帖機

能をもってゴーiり,才､‡に.+･j感胤.l■さiSN比の

要求される川速に適LているrJ拉j珪では,

動作電圧が～200V,糊代率帯域帖柿～250

GHz札り空のものが市販されるようになった｡

今後,光71フィバがより帆損失となる士主披

上之ト1,2J`m)帯で他用できる光検～fl器のl補

充が大きな課題である｡

殻後に,光源,光検出器と光77,イバと

の結介方式について簡単にまとめた｡様々

な方∫〔が提案されているが,LED～光フ

ァイバ間の結でナが披も効率が悪い｡実用化

に当たっては,光学的特惟と実装の容易さ

の両者を勘案する必要がある｡
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